
「IR 交流会 in 福井大学遠赤外領域開発研究センター 開催報告」 

 

 近年、漂着ごみやマイクロプラスチックのような海洋汚染問題、プラスチック廃棄物資源の

海外輸出問題、レジ袋やストローなどの使い捨て容器の増加、コロナ禍の影響による容器包装廃

棄物の急増など、世界各国で廃プラ問題に注目しています。特に、持続可能な開発目標(SDGs: 

Sustainable Development Goals)の達成や循環経済（Circular Economy）の実現が求められ

ている中、廃プラスチック材質の高度な識別と再資源化が求められています。 

本セミナーでは、これらの大学発新産業創出プログラムの支援を受けたプロジェクトと、先端

シーズ研究所施設見学会として福井大学遠赤外領域開発研究センターの地域貢献等について紹

介しました。 

 

『イノベーションリサーチ交流会 in 福井大学遠赤外領域開発研究センター』概要 

日時： 令和４年５月１９日（木）９:３０～１２:００ 

場所： 福井大学遠赤外領域開発研究センター 5 階 コロキウム室 

（福井市文京 3 丁目 9－1 総合研究棟 II） 

    主催： ふくいオープンイノベーション推進機構（FOIP）、 

福井大学遠赤外領域開発研究センター、 

北陸未来共創フォーラム（セキュア電磁波エネルギー応用ワーキンググループ） 

参加者：  ３７名（リアル１７名、Web２０名） 

内容 

（１）テラヘルツ波を利用したプラスチックリサイクルの可能性 

   ～最近の廃プラ問題の解決に向けて～ 

  ・最近の廃プラ問題とテラヘルツ波の可能性 

    東北大学 グリーン未来創造機構・大学院国際文化研究科・ 

大学院環境科学研究科 教授 劉庭秀 氏 

  ・装置開発内容と改善点 

    芝浦工業大学 デザイン工学部 デザイン工学科 教授 田邉匡生 氏 

  ・GaP テラヘルツ高原開発状況と潜在力 

    静岡大学大学院 光医工学研究科 教授 佐々木哲朗 氏 

（２）先端シーズ研究所施設見学会 

  ・福井大学遠赤外領域開発研究センターのご紹介と地域貢献について 

    福井大学 遠赤外領域開発研究センター センター長 教授 谷 正彦 氏 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演風景                パネル展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設見学会 

 

 

 

 

お問い合わせ先：（公財）ふくい産業支援センターオープンイノベーション推進部 

技術経営推進室 元山 


